
代表質問原稿
一一－一一一つ凸一一－－1■－－－－－1■P争一一一一一一q■･口｡~一一一一ー｡■画q■ー‐一‐ー｡■○幸一←q■‐●‐一一一＝ﾛ■わ‐1■‐‐一一1■ q■一一.■一一 ･ﾛ■ 4■‐一一‐d■ I■｡一一q■けーーー‐｡■ーI■ー一-－一口一一一一一口一一宇一一一・一一q■一一一

2017年3月6日

‐＝－一一‐一一q■D一一4■B一一q■ー1■、守幸一一一q■ーｰ‐口 q■ q■G 1■ q■‐1■｡q■ q■‐ーー一一や一ｰ‐ロー■一‐ ﾛ■÷一一一q■■一●申｡I■＝一＝や一一一一口ー4■‐ロー凸■■ー■D 一口｡ー一一一一一一｡q■‐一ー一一■ローq■b－－－一一一‐‐＝‐一一ｰーq

日本共産党藤沢市議会議員団の柳沢潤次です。団を代表して、上程されて

います、2017年度藤沢市一般会計予算等に対する代表質問を行います。

まず、今の国の政治のあり方について申し述べます。

安倍政権は一昨年、「憲法違反」との国民の声を無視して安全保障法制（戦

争法）を強行しました。すでに、国民や自衛隊員の家族の心配をよそに、自

衛隊を南スーダンに危険な駆けつけ警護等の任務を付与して派遣しました。

このことは、立憲主義を破壊し、なし崩しにアメリカと一緒に海外で戦争す

る事ができる国づくりを進めていることに外なりません。憲法を変えると

言っている安倍首相は自民党の総裁でもあります。その自民党の改憲草案に

は国防軍の創設を盛り込むなど、平和憲法を根底から覆す方向が明記されて

います。この危険な改憲の流れは、地方自治体にとっても市民にとっても看

過できないものです。もう少し言えば、今の日本は「戦争か平和か」が問わ

れている時代に入っているといえます。
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経済で言えば、アベノミクスが始まって4年、「世界で一番企業が活躍し

やすい国」をめざすといい、日銀の「異次元金融緩和」や3年間で4兆円も

の企業減税によって、大企業は3年連続で史上最高の利益を更新し、大株主

など富裕層にも巨額の富がもたらされました。しかし、労働者の実質賃金は

この4年間減り続け、家計消費は16ケ月連続対前年比マイナスになってい

ます。アベノミクスは格差と貧困の拡大、中間層の疲弊をもたらし、地域経

済の衰退に拍車をかけた経済対策だと言わざるを得ません。

さらに、安倍政権がすすめた社会保障削減路線も国民に深刻な状況をもた
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